
　私が紹介するのは「英単語の語源図鑑」という本

です。この本は英単語の派生語の仕組みを理解する

ことができます。日本語の漢字の部首を見て意味を

理解するように、英単語に対しても語源をもとに判

別する習慣がつくと思います。この本で語源とイ

メージにより暗記の負担を抑えることができるの

で、オススメです。図鑑という名の通り、図鑑形式

でキャラクターの動きのイラストを交えながらなの

で、分かりやすく、たくさんの発見があります。

　この本は、「君の膵臓をたべたい」の著者でもある

住野よるさんが書いた作品です。主人公の男の子が、

ある日の夜にバス停を見つけ、そこで出会う女の子と

惹かれ合う物語を描いています。でも、その女の子の

姿が見えなかったり、2 人はバス停でしか会うことが

できなかったりなど不思議なことがたくさんありま

す。住野よるさんならではの独特の世界観とストー

リー性を味わうことができると思うのでぜひ読んでみ

てください。あとこの本には物語にあった曲が収録されたＣＤがついて

いるので、気になる人はぜひ本屋さんで買ってみてください。

　この本は、作詞家として有名な『いしわたり淳治』

さんの新聞のコラム連載をまとめたものです。世の中

にあふれる様々な言葉を著者が紐解いていきます。言

葉を生業としているからか、一つの言葉から受けとる

印象や違和感にとても敏感で、私たちが普段つかって

いる言葉の不思議さを感じることができます。読んだ

後は、きっといつもより言葉選びや感情を言語化する

時間を丁寧に楽しめると思います。

　北海道の名所、名物などというものは、雪まつり、函館の夜
景、海鮮、他にも余るほどにあるが、道民だけではなく道外の
人が思い浮かべるものの一つに、ジンギスカンが挙げられるだ
ろう。道内179市町村で愛されるそれは、正にどさんこのソウル
フードだ。ジンギスカンが北海道に根付いたのは戦後。その歴
史を見ていこう。
 大正7年、軍服の製造に必要な羊毛を取るための種羊場が、月
寒や滝川などに開設された。ヒツジは同時に食肉としての利用
も図られたが、当時の北海道では受け入れられなかったよう
だ。羊肉独特の臭みが作用した節もあるのだろう。
　それから数十年かの時を経て戦後、綿羊を育てる農家が増えてきた。その
際、老いたヒツジを食べるために臭み消しとして考案されたのが、醤油をベー
スに玉ねぎ、りんご、生姜などをすり下ろして加えたタレに羊肉を漬け込む、
というもの。松尾ジンギスカンはその代表格だ。
　また、ジンギスカンは我らが月寒とも大きく関係している。「外で食べてこ
そ」のルーツは、農業の専門学校、月寒学院（現・八紘学園）にある。昭和28
年に学院理事長が政財界の大物を集め、野外で肉を焼く宴を催したのだ。この
年に学院で発足した成吉思汗クラブの流れを継ぎ、ツキサップじんぎすかんク
ラブが学院内で店を開いている。
　地域で親しまれる食に、そこはかとない嬉しさを感じるのは、歴史があるか
らだろうか。外で家で、家族と仲間と、ときには一人で。郷土料理の煮詰まっ
た愛である。（若杉）

　7月も後半ですが、北海道にもかかわらず湿気の多い暑

さが続いています。暑くても北海道にはエアコンのない家

が意外とありますよね(あっても使わない猛者もいるよう

ですが)。学校に設置されているのも扇風機ですから

「しょぼい」と感じる人もいると思うのですが、「風」を

受けることでかなり体感温度は変わっているのです。例えば気温30度、

湿度70%、扇風機(風速2.9m/s)をつけると、なんと体感温度は25.5度と

なります…！これは「ミスナールの計算式」で求めました(計算は他

力)。とりあえずこれを読んだあなたは扇風機の前を占領して月高の夏

を乗り切りましょう。(廣田)

　このコーナーでは、局

員が自身の体験や見聞

を通して思ったこと、考

えたことを、「そこはかと

なく」書いた「エッセイ」を

紹介していきます。
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　” シャーペンの” 消しゴムを使うときに感じる罪悪感、この気
持ちはなんだろうか。汚れてみすぼらしくなった消しゴムを見る
と、僕は取り返しのつかないことをしてしまったんだと落ち込ん
でしまう。まさか、消しゴムの純白を保つことが僕の使命ではな
いだろう。しかし、そう思ってしまうほどに、僕のシャーペンの
消しゴムに対する認識が罪悪感を刺激してくる。
　同じ気持ちを感じる出来事はもう一つ、シャーペンのガイドパ
イプを折ってしまったときだ。これは言わずもがな、シャーペン
が破損してしまっているため罪悪感を感じるのは当然のことなの
だが。つまり僕は、シャーペンの消しゴムを使うことをシャーペ
ンの破損だと認識しているのだろう。
　そんな僕だが、ついに消しゴムの使用を許してくれるシャーペ
ンと出会うことができた。そのシャーペンは消しゴムにフォーカ
スしているシャーペンで、長くて消しやすい消しゴムが使われて
いる。消しゴムを使わないなどありえない、そう語りかけている
ようだった。このシャーペンは、僕のような罪人に救いをもたら
してくれるイエス・キリストだ。今度お小遣いをもらえたら、ロ
フトまで許しを請いに行こうと思う。（森拓）

梅の実が色づいただほー。
梅干し造りの季節だほー。

心に移りゆく
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